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	・カニューラから本品を出し入れする際は、機器の損傷および患者の障害がないように注意すること。
	・本品の作動中は、先端が常に視野の中にあるようにすること。視界から外れることで、患者への障害が起こるおそれがある。
	・継続的に生理食塩水で灌流すること。溶液の流れは組織片の除去を補助すると同時に、通電中の本品と関節内の液体を冷却する。流れの維持は特に小さな関節腔で重要である。
	・通電直後は本品のシャフトや先端の表面が熱くなっていて接触すると火傷するおそれがある。冷却のため数秒置くこと。
	・ハンドピースおよび本品がオーバーヒートしていないことを継続的に確認すること。オーバーヒートを感知した場合は、すぐに使用を中止し弊社メンテナンスセンターに返却すること。オーバーヒートは患者のケガ（火傷）を誘発するおそれがある。
	・本品の回転刃に金属や硬い表面を直接接触させないこと。関節鏡、カニューラその他の機器が損傷するおそれがある。接触した場合、本品が破損し摩耗粉が発生する。損傷を検査し、必要なら交換すること。
	・本品に過度の力をかけないこと。過度の力やプローブをテコのように使おうとすると、機器が損傷し、変形したままになったり、摩耗や通常どおり動作しなくなるおそれがある。
	・ハンドピースの作動中は、術者は本品の先端に触れないこと。
	・ハンドピースの作動中に、本品を取り外さないこと。

